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2022年度学位記授与式

　４月４日（火）、浦安キャンパス体育館で入学式が
挙行され、2019年度以来、４年ぶりに全学部が一堂
に会した。

季節外れの暖かさに包まれた
浦安キャンパス

体
育
館
の
保
護
者
席
は
満
席
と
な

り
、
一
部
の
保
護
者
は
講
義
棟
で

同
時
中
継
映
像
を
視
聴
し
た

中
嶌
裕
学
長
が
新
入
生
の
入
学
を

許
可
。
そ
し
て
「
在
学
中
に
考
え

る
習
慣
を
身
に
付
け
、
社
会
に
必

要
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た

宮
田
淳
理
事
長
は
「
４

年
後
、
立
派
な
姿
に

な
っ
た
皆
さ
ん
と
再
会

し
た
い
」
と
話
し
た

入
学
生
を
代
表
し
て
宣
誓
し
た
鈴

木
佑
奈
さ
ん
（
口
腔
保
健
学
科
）

は
、「
入
学
後
は
国
家
資
格
取
得

に
向
け
て
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
」

と
語
っ
た

　３月15日（水）、学生表彰式が30周年記念館ス
チューデントホールで行われた。
　課外活動で優れた成績を残した学生や学友会活動で
リーダーシップをとった学生、ボランティア等で地域
貢献した個人や団体が表彰された。

黒田貴之教育後援会会長から対象学
生に表彰状と記念品が手渡された

「皆さんの活躍によって社会の人々を
幸せにしてください」と安井利一学長

代表して謝辞を述べた工藤竜
一さん。「社会人になっても地
域貢献を続けたい」と話した

ホスピタリティ・ツーリズム学科の「う
らやすハニープロジェクト」に携わっ
た学生たち。蜂蜜は浦安市のふるさと
納税の返礼品に採用された

　３月15日（水）、浦安キャンパス体育館で
学位記授与式が挙行された。完成年度を迎え
た保健医療学部は初めての卒業生を送り出し
た。卒業生たちの門出を祝うように東京では
桜の開花が宣言され、穏やかで温かな式典と
なった。

学位記を受け取る各学科の代表者たち

学長告辞で安井利一学長は
「コロナ禍で学生生活を制限
された皆さん。少子高齢化、
ウクライナ問題など国内外
の課題を解決するのは君た
ちです」と語りかけた

宮田淳理事長は「社会では
多くの先輩を頼り、進む先
では後輩に手を貸してほし
い。大いなる活躍を期待し
ています」と激励した

各学科の成績最上位者に宮田賞を授与。経済学科のファ
ム・ドック・フンさん（ベトナム出身）は、「将来は世界
で仕事ができるようになりたい」と話す

卒業生を代表して謝辞を述べた口腔保健学科の下川奈々さ
ん。「大学の教職員の皆さんや、実習先の方々、そして家
族に感謝の気持ちでいっぱいです」と話した

式典後、フォトスポット
で撮影する卒業生たち

華やかな袴姿の卒業生。留学生の民族衣装も目を引いた

春はさまざまな節目の季節。学び舎を巣立っ
た卒業生や、希望に満ちた新入生たち…。
晴れやかな春の式典の様子を写真でお伝えし
ます。

2022年度学生表彰式
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５
月
20
日
（
土
）、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
２
０
２
３

年
度
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育

後
援
会
評
議
員
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
全
国
か
ら

評
議
員
が
集
ま
り
、
事
業
報

告
や
審
議
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
は
評
議
員
数
60
名

の
う
ち
45
名
が
出
席
、
14
名

の
委
任
状
提
出
者
、
欠
席
者

１
名
に
よ
り
過
半
数
を
満
た

し
、
会
が
成
立
し
た
。
会
議

に
入
る
前
に
、
今
年
３
月
で

退
任
し
た
安
井
利
一
前
学
長

が
挨
拶
し
「
15
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
教
育
後
援
会
と
大
学
で
力

を
合
わ
せ
て
、
学
生
た
ち
の

背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
関
係

を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
教
育
後
援
会
か

ら
は
感
謝
の
意
を
込
め
て
安

井
前
学
長
に
花
束
を
贈
呈
し

た
。

　
続
い
て
、
山
﨑
康
弘
副
会

長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の

後
、
黒
田
貴
之
会
長
は
「
大

学
卒
業
後
、
子
ど
も
た
ち
は

社
会
人
と
し
て
羽
ば
た
い
て

い
き
ま
す
。
教
育
後
援
会
は

保
護
者
と
し
て
活
動
で
き
る

最
後
の
機
会
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
た
。
次
に
中

嶌
裕
学
長
が
登
壇
し
、「
大

学
の
授
業
は
や
っ
と
コ
ロ
ナ

禍
前
の
従
来
型
に
戻
り
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
学

生
の
人
間
力
を
培
う
場
所
が

失
わ
れ
て
い
た
影
響
は
大
き

く
、
こ
れ
か
ら
挽
回
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

支
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　
黒
田
会
長
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
議
事
が
ス

タ
ー
ト
。
大
学
か
ら

近
況
報
告
が
あ
り
、

２
０
２
２
年
度
の
事

業
報
告
や
収
支
決
算

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

挙
手
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
役

員
選
出
に
つ
い
て
審

議
し
、
新
役
員
が
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
審
議

は
山
﨑
新
会
長
を
議
長
と
し

て
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
の
予
算
編
成
を
行

う
に
あ
た
っ
て
山
﨑
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が

減
り
、
教
育
後
援
会
と
し
て

す
べ
て
の
学
生
を
支
援
す
る

た
め
に
繰
越
金
を
有
効
活
用

す
る
に
は
ど

う
す
べ
き
か

を
協
議
し
て

き
た
」
と
述

べ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、

評
議
員
か
ら

は
、
教
育
後

援
会
が
行
っ

て
い
る
学
生

食
堂
で
の
既

存
の
援
助

（
定
食
注
文

時
の
サ
ラ
ダ

等
の
サ
ー
ビ

ス
）
に
つ
い

て
「
食
生
活

は
親
と
し
て

心
配
。
バ
イ

ト
が
で
き
な

い
学
生
も
い

る
の
で
、
さ

ら
に
援
助
し

て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
や
、

別
の
評
議
員

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
学
位

記
授
与
式
が
開
催
で
き
な
か
っ

た
年
の
卒
業
生
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と

の
意
見
が
。
こ
れ
に
対
し
て

事
務
局
は
、
フ
ォ
ロ
ー
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
と
回
答

し
た
。
採
決
が
行
わ
れ
、
挙

手
多
数
で
今
年
度
の
予
算
が

成
立
し
た
。

　
最
後
に
黒
田
前
会
長
が
名

誉
会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
た

後
、
大
貫
ま
ど
か
副
会
長
の

挨
拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
閉
会
後
は
、
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
」
で
懇

親
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
。
教
職
員
の
ほ
か
、
歴

代
の
教
育
後
援
会
の
会
長
も

参
加
し
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

2022年度一般会計決算 2023年度一般会計予算
（自)2022年4月１日　（至)2023年3月31日 （自)2023年4月１日　（至)2024年3月31日

収入の部 単位：円
科目 2022年度予算額（ａ）2022年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

会費 80,000,000 81,040,000 △ 1,040,000
当年度収入　合計 80,000,000 81,040,000 △ 1,040,000
繰越金 100,966,340 100,966,340 0
収入の部　合計 180,966,340 182,006,340 △ 1,040,000
支出の部

科目 2022年度予算額（ａ）2022年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 393,880 6,120
組織強化費 18,000,000 15,421,325 2,578,675
広報費 4,600,000 4,148,168 451,832
小計 23,000,000 19,963,373 3,036,627

学
生
関
係
活
動
支
援
費

全学行事費 18,500,000 7,636,544 10,863,456
部活動等協力費 11,140,000 3,353,788 7,786,212
教育補助費 8,100,000 3,007,035 5,092,965
卒業アルバム制作費 5,000,000 4,116,144 883,856
就職対策費 1,000,000 524,945 475,055
留学研修費 3,500,000 390,000 3,110,000
小計 47,240,000 19,028,456 28,211,544

事業費計 70,240,000 38,991,829 31,248,171

会
議
費

評議員会 1,300,000 999,611 300,389
役員会・常任役員会 1,500,000 315,923 1,184,077
その他会議 300,000 6,900 293,100
会議費計 3,100,000 1,322,434 1,777,566

管
理
費

一般
管
理
費

通信費 100,000 55,810 44,190
慶弔費 250,000 135,090 114,910
旅費交通費 30,000 0 30,000
印写事務費 600,000 536,774 63,226
業務委託費 3,500,000 3,439,115 60,885
渉外費 300,000 59,345 240,655
消耗品費 400,000 324,502 75,498
事務費 500,000 279,235 220,765
小計 5,680,000 4,829,871 850,129

備
品
費
什器備品費 500,000 30,910 469,090
小計 500,000 30,910 469,090

管理費計 6,180,000 4,860,781 1,319,219
予備費 2,000,000 1,277,540 722,460
当年度支出　合計 81,520,000 46,452,584 35,067,416
次年度繰越金 99,446,340 135,553,756 △ 36,107,416
支出の部　合計 180,966,340 182,006,340 △ 1,040,000

収入の部 単位：円
科目 2023年度予算額（ａ）2022年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

会費 76,400,000 80,000,000 △ 3,600,000
当年度収入　合計 76,400,000 80,000,000 △ 3,600,000
繰越金 135,553,756 100,966,340 34,587,416
収入の部　合計 211,953,756 180,966,340 30,987,416
支出の部

科目 2023年度予算額（ａ）2022年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 500,000 400,000 100,000
組織強化費 18,000,000 18,000,000 0
広報費 4,600,000 4,600,000 0
小計 23,100,000 23,000,000 100,000

学
生
関
係
活
動
支
援
費

全学行事費 19,000,000 18,500,000 500,000
部活動等協力費 11,140,000 11,140,000 0
教育補助費 7,680,000 8,100,000 △ 420,000
卒業アルバム制作費 5,000,000 5,000,000 0
就職対策費 1,000,000 1,000,000 0
留学研修費 3,500,000 3,500,000 0
業務委託費 1,550,000 0 1,550,000
小計 48,870,000 47,240,000 1,630,000

事業費計 71,970,000 70,240,000 1,730,000

会
議
費

評議員会 1,300,000 1,300,000 0
役員会・常任役員会 1,000,000 1,500,000 △ 500,000
その他会議 300,000 300,000 0
会議費計 2,600,000 3,100,000 △ 500,000

管
理
費

一般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 250,000 250,000 0
旅費交通費 30,000 30,000 0
印写事務費 600,000 600,000 0
業務委託費 3,500,000 3,500,000 0
渉外費 300,000 300,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
事務費 500,000 500,000 0
小計 5,680,000 5,680,000 0

備
品
費
什器備品費 500,000 500,000 0
小計 500,000 500,000 0

管理費計 6,180,000 6,180,000 0
予備費 2,000,000 2,000,000 0
当年度支出　合計 82,750,000 81,520,000 1,230,000
次年度繰越金 129,203,756 99,446,340 29,757,416
支出の部　合計 211,953,756 180,966,340 30,987,416

学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
充
実
を
図
る
た
め
に

２
０
２
３
年
度 

評
議
員
会

事
業
や
予
算
を
審
議

事
業
や
予
算
を
審
議

全
国
か
ら
評
議
員
が

全
国
か
ら
評
議
員
が

集
結
集
結

新
年
度
役
員

新
年
度
役
員

選
出
後
、

選
出
後
、

予
算
審
議
へ

予
算
審
議
へ
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２
０
２
３
年
度
明
海
大
学

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援

会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
山
﨑
康
弘
と
申
し
ま
す
。

今
年
度
は
20
名
の
役
員
と
と

も
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
本
会
は
、
今
年
で
創
立
35

周
年
を
迎
え
ま
す
。
世
の
中

で
は
、
今
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世

界
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
国
内
に
広
が
っ
て
か

ら
３
年
以
上
が
経
ち
、
今
年

の
５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
じ「
５

類
」
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
個
々
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
ま
す
が
、
本
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
積

極
的
に
行
え
な
か
っ
た
地
区

教
育
懇
談
会
を
は
じ
め
、
各

行
事
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
地
区
教
育
懇
談
会
は
、
６

月
の
関
東
地
区
（
浦
安
市
、

１・４
年
生
対
象
）
か
ら
始

ま
り
、
８
月
に
関
東
地
区

（
浦
安
市
、
２・３
年
生
対
象
）、

９
月
に
北
海
道
地
区
（
札

幌
市
）・
北
陸
地
区
（
新
潟

市
）、
10
月
に
信
州
地
区
（
長

野
市
）・
東
北
地
区
（
仙
台
市
、

郡
山
市
）・
九
州
地
区
（
福

岡
市
）・
東
海
地
区
（
静
岡

市
）、
11
月
に
近
畿
地
区
（
大

阪
市
）、
中
国
・
四
国
地
区

（
岡
山
市
）、
最
後
に
沖
縄
地

区
（
那
覇
市
）
で
締
め
く
く

り
ま
す
。
全
国
11
地
区
12
カ

所
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨

年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
の

席
で
は
、「
会
報
紙
『
潮
風
』

を
見
て
参
加
し
ま
し
た
。
先

生
か
ら
息
子
の
大
学
で
の
勉

強
の
内
容
や
授
業
の
出
欠
の

様
子
、
成
績
に
つ
い
て
も
率

直
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、
大

変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
」、

「
大
学
生
活
の
様
子
を
ほ
と

ん
ど
知
ら
ず
に
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
先
生
に
『
任
せ

て
く
だ
さ
い
！
』
と
言
っ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
安
心
し

ま
し
た
」
等
の
声
を
聞
き
ま

し
た
。

　
な
お
、
各
地
区
へ
行
っ
た

際
は
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　　
こ
こ
で
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
娘
は
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

部
に
在
籍
し
て
お
り
ま

す
が
、
私
が
な
ぜ
教
育

後
援
会
会
長
の
任
を
お

受
け
し
た
か
と
申
し
ま

す
と
、
３
年
前
の
入

学
時
は
正
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
緊
急
事
態
宣
言

下
の
頃
で
し
た
。
入
学
式
の

参
加
も
か
な
わ
な
い
そ
の
よ

う
な
時
期
に
、
大
学
よ
り
後

援
会
役
員
の
依
頼
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
内
心
、
地
元

浦
安
の
大
学
だ
か
ら
と
軽
い

気
持
ち
で
お
受
け
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
未
曾
有
の
危

機
は
子
ど
も
た
ち
や
大
学
に

も
か
な
り
影
響
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
状
況
時
に
大
学

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
第
一
に
考
え
て
教

育
を
止
め
な
い
姿
勢
を
間
近

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
人
生
に
お
い
て

大
切
な
就
職
活
動
の
支
援
体

制
は
活
動
状
況
を
保
護
者
に

共
有
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て

お
り
、
他
大
学
に
は
な
い
素

晴
ら
し
い
環
境
だ
と
感
じ
、

純
粋
に
「
明
海
大
学
に
入
学

さ
せ
て
良
か
っ
た
。
明
海
大

学
を
応
援
し
た
い
」
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　　
今
年
度
も
私
た
ち
教
育
後

援
会
役
員
一
同
、
一
所
懸
命

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
会
員
（
保
護
者
）

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ・ウィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

時
代
に

2022年度 学生表彰者一覧（敬称略）

1  表彰対象①≲個人≳
氏名（学科・年次） 内　容

細川 詩織（中国語・３年） 第40回全日本中国語スピーチコンテスト大学生部門第1位。第2回日
中大学生スピーチ交流会第1席

佐藤 音羽（中国語・２年） 第40回全日本中国語スピーチコンテスト朗読部門大学生・大学院生
の部 第３位

    ≲団体≳

空手道部

・第77回国民体育大会（いちご一会とちぎ国体2022）空手道競技会
　成年男子組手個人重量級　丸石絢斗４位
・ 第66回全日本大学空手道選手権大会　男子団体組手３位、高科涼

太優秀選手賞
・天皇盃・皇后盃第50回全日本空手道選手権大会　女子個人組手５位

女子バレーボール部
・ 第21回アジアU20（ジュニア）女子選手権大会優勝　堤亜里菜が代

表選手として出場
・ 関東大学バレーボール秋季リーグ４部で１位となり　関東リーグ女子

３部へ昇格が決定

陸上競技部
・ 第101回関東学生陸上競技対校選手権大会　男子２部砲丸投　高

野涼優勝、男子２部ハンマー投　高野涼優勝
・第33回関東学生新人陸上競技選手権大会 兼 関東学生リレー競技会
　山田きらり１位

２  表彰対象②
伊藤 遥稀（日本語・４年） ヨット部 金子 瑛晃（不動産・４年）漫画研究部
高橋 翔吾（日本語・４年） サッカー部 米澤 主晃（不動産・４年）茶道部
花井 雅（日本語・４年） 女子バレーボール部 池上 温哉（英米語・４年）学友会副会長

川畑 慧士（英米語・４年） 合気道部 鈴木 陸（英米語・４年） 学友会会長（2020・
2021）、副会長（2022）

吉野 優希（英米語・４年） 吹奏楽部 坂田 亮介（HT・４年） 学友会副会長
渡部 優樹（英米語・４年） 軽音楽部 小野 十稀也（経済・４年）体育会連盟会会長
打越 美由紀（経済・４年） 女子硬式庭球部 史 楷ホウ（経済・４年） 留学生連合会会長
高科 涼太（経済・４年） 空手道部 橋本 和海（HT・４年） 学園祭実行委員会委員長
高野 涼（経済・４年） 陸上競技部 丸毛 夏帆（HT４年） 卒業パーティー実行委員会委員長
成毛 一令（経済・４年） ジャズオーケストラ部
３  表彰対象③≲個人≳

及川 龍之介（英米語・４年）
1年次より明海大学あけみ英語村や小学校英語学習支援に積極的に関
わり、活動時間は４年間で200時間超。また、「ちば！たまごプロジェク
ト」にも参加し、中学校で校務支援等に従事（年30回）。

工藤 竜一（経済・４年）
2022年5月「浦安市まちづくりシンポジウム」で、学生代表のパネリス
トとして唯一選出され、登壇。また、毎年陸上指導教室で中学生およ
び高校生に陸上競技の指導をボランティアで行った。

    ≲団体≳

うらやす
ハニープロジェクト

ホスピタリティ・ツーリズム学科の学生による養蜂プロジェクト（2022
年3月発足）において、巣箱の管理や蜂の飼育、採れたハチミツの販売
や関連商品の製造・商品化を目的にすべての活動を学生が担当。浦安
市のふるさと納税返礼品として12月から出品、地域社会への貢献とし
て活動の成果を挙げた。

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
頃

よ
り
本
学
の
教
育
活
動
な
ら

び
に
運
営
に
対
し
て
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
明
海
大

学
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
15
年

に
わ
た
り
と
ら

れ
て
こ
ら
れ
た

安
井
利
一
前
学

長
よ
り
引
継
ぎ
、

い
は
高
校
時
代
に
お
け
る
教

育
は
リ
モ
ー
ト
教
育
な
ど
従

来
か
ら
の
教
育
方
法
と
は
異

な
る
経
験
を
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
本
学
で
は
本
年
度
よ

り
す
べ
て
従
来
型
の
対
面
教

育
に
戻
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
は
学

生
の
学
修
力
だ
け
で
な
く
、

友
人
、
先
輩
・
後
輩
あ
る

い
は
教
員
と
の
コ
ン
タ
ク
ト

が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
対
人

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な

ど
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
学

生
活
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く

友
人
な
ど
と
過
ご
す
共
通
体

験
や
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
す
る
時
間
を
も
つ
こ
と
が
、

将
来
の
自
分
の
生
き
方
を
方

　
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後

援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し

学
長
を
本
年
4
月
よ
り
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
歯
学
部
出

身
の
た
め
、
ま
だ
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
不
慣
れ

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
去
3
年
間
に
わ
た
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
は

教
育
活
動
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
明
海
大
学
も

当
然
例
外
で
は
な
く
、
在
学

さ
れ
て
い
る
皆
様
の
ご
子
女

に
お
か
れ
て
は
、
大
学
あ
る

明
海
大
学 

学
長　

中
嶌　
裕

向
づ
け
る
要
因
の
一
つ
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
再
発
の

可
能
性
が
あ
る
状
況
で
す
が
、

本
学
で
は
、
学
生
の
健
康
だ

け
で
な
く
、
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
も
、
学
生
た
ち
が
明
海
大

学
で
学
生
生
活
を
過
ご
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

教
育
・
学
生
支
援
の
で
き
る

大
学
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
今
、
明
海
大
学
は
社
会
や

学
生
教
育
に
対
す
る
大
学
の

使
命
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、

教
職
員
と
学
生
が
共
有
す
る

価
値
観
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」

「
個
の
尊
重
」「
意
志
あ
る
挑

戦
」「
思
考
と
行
動
」「
探
求

心
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
国

際
性
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
人

そ
れ
ぞ
れ
、
各
価
値
観
の
内

容
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
価
値
観
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
大
学
の

使
命
を
果
た
す
上
で
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
教
育
後
援
会
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ぜ
ひ
と
も
大
学
の
取
り
組
み

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
子

女
が
希
望
を
も
っ
て
社
会
に

出
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教育後援会では、体育会や学友会、ボランティア活動などの課外活動を通じて
顕著な活躍・成績を収めた学生に対して表彰している。今年度は23名の個人
と4つの団体の活動が認められた。

教育後援会会長　山﨑 康弘

課外活動の功績に拍手！
2022年度 学生表彰2022年度 学生表彰

会長
挨拶
2023年度の
活動について



学友会学友会
リーダーに聞くリーダーに聞く

2023 年度

　明海大学の学友会は7つの組織で構成されて
いる（卒業アルバム制作委員会は現在中央委員
会が兼ねている）。学友会とは、全学生を会員
とした学生のための自治組織のことで、学生生
活をより有意義に過ごせるよう、課外活動を通
じて、日々活動している。
　今年度の各リーダーに活動方針や抱負を寄せ
ていただいた。　　　　　　　　　　　（敬称略）

①今年度の意気込み・抱負を教えてください
②明海大学のここが好き！を教えてください

①�私の学友会会長とし
ての抱負は「学友会
費を学生に実感が持
てる利益として還元
すること」です。休
日のイベントに足を
運ばない人でも学友
会に所属するメリッ
トを感じられるようにすることを目標
としています。
②�学生が学べる設備が多くあるところで
す。また、教員との距離感も近いので
勉強で分からないことなどをすぐに聞
きに行ける環境が整っていると思いま
す。

①�今年度の明海祭はコ
ロナ規制も緩和され、
できることの幅が広
がったので、実地に
力を入れたいと思っ
ています。今いる実
行委員は私を含め、
コロナ禍での明海祭
しか経験したことがないため不安もあ
りますが、全員で力を合わせ華やかな
ものにしたいと思っています。
②�学生がのびのびと学生生活を送れてい
るところだと思います。先生や職員の
皆さんが親身に学生の悩みなどを聞い
てくれるので、そこが学生が安心して
のびのびと過ごせている理由の一つに
なっていると思います。

卒業記念アルバムについて
　2024年3月・9月の卒業生全員に
記念として、教育後援会から卒業ア
ルバムが送付贈呈されます。返品を
少なくするため以下の項目をご確認
ください。

①日本人学生の送付先は、保証人住
所（本人宛）になります。保証人住
所に変更がある場合は、学生本人が
「Webポータルシステム」から届
出を行ってください。
②アルバムは無料です。送料のみ着
払いでご負担いただきます。
③お手元に届くのは2024年12月か
ら翌年1月を予定しております。

４年生の保護者様へ 学友会 会長／中央委員会 委員長
橋本義晴（日本語学科２年）

学園祭実行委員会 委員長
早坂あかり（経済学科 3 年）

卒業パーティー実行委員会 委員長
蓮見美優（ホスピタリティ・ツーリズム学科 4 年）

①�近年、コロナの影響
で開催できていなかっ
た卒業パーティーを、
今年度はホテルで開
催することになりま
した。数年ぶりの開
催なので不安なこと
もありますが、大学
生活の締めくくりとして楽しんでもら
えるよう頑張ります！
②�大学の好きなところは、就職活動の支
援が手厚いことです。授業だけでなく、
就活コーチのサポートもあるため、安
心して選考を受けられました。

①�今年度は、コロナ前
まで毎年7月に開催
していたクラブフェ
スティバル(文連所
属団体が学生ホール
に展示をしたり、昼
休みに演奏したりす
るイベント)を4年
ぶりに開催しました。文連所属団体の
魅力が伝わるイベントにしたいです。
②�明海大学はいろいろなところに行くの
にとても便利な場所に立地していると
思います。
　�大学生は自分の時間がとても多いので、
空きコマや放課後にさまざまな場所に
出かけています。

①�留学生のためにサ
ポートして「言葉で
つながる、人とのつ
ながり」を広げたい
と思います。また、
今年もさまざまな国
際交流に関する活動
があります。楽しく
盛り上がっていきましょう！
②�3年生進級時に直前対策講座の実施の
ほか、資格取得サポートや個人指導な
どをも実施していただきました。
　�そして、外国人留学生に対する日本語
教育が充実しています。

学術文化連合会 会長
永山栞大（経済学科 3 年生）

留学生連合会 会長
宿 愛敏（シュク アイビン）（経済学科3年）

体育会連盟会 会長
保坂柊吾（不動産学科 2 年）

①�体育会連盟会会長を
務めさせていただく
ことになりました保
坂柊吾と申します。
　�体育会連盟会会長と
いうことで、より積
極的にクリーンキャ
ンペーンや学内の行
事などに参加させて
いただきたいと思っています。また次の
代へ繋いでいけるように自分の役目を果
たしていきたいと思います。よろしくお
願いいたします。
②�私の考える明海大学のいいところは、充
実している環境だと思います。自分はテ
ニス部に所属しているのですが、テニス
コートが多く、いつでも練習ができるよ
うな設備になっているため、部活動にも
積極的に取り組むことができています。

（ 5 ） 第 60 号し　お　か　ぜ 第 60 号 （ 4 ）し　お　か　ぜ



　明海大学に
は成績優秀者
が選抜されて
参加できる海
外研修プログ

ラムがあります。２年生の時に先生
から話を聞いて気になっていたので、
対象者に選ばれた時はうれしかった
です。３週間も海外に行くことに不
安もありましたが、言葉も文化も違
う場所に放り込まれる経験ができる
のはこれが最後かもしれない、大き
なチャンスだと思い参加を決めまし
た。
　もともと留学に興味はありました
が、経済的なことを考えると躊躇し
ていました。でも、このプログラム
は渡航費用等を負担してもらえるの
で、両親にも相談しやすかったです。
対象者に選ばれたことを両親も喜ん
でくれ、「行ってきなさい」と言っ
てくれました。

　研修地のハワイは日本人観光客が
多く日本語が通じるイメージですが、
滞在したハワイ大学の寮は市街地か
ら離れていて、近隣の店やスーパー
ではまったく日本語は通じませんで
した。最初は店員さんが何を言って
いるのか分からないので、心が折れ
そうになりました。

　語学の授業はスピーキングが中心
で、英語を話すことに慣れていくう
ちに、たとえ英語が少しくらい間
違っていても自分の意思を伝えるこ
とが大切だと思えるようになりまし
た。発想を転換したことで、普段の
行動でも、「とりあえずやってみる」
度胸がつきましたね。研修が終わる
頃には、英語を話すことへの心理的
ハードルが下がり、コミュニケーショ
ンができるようになりました。
　現地ではスピーキングの勉強が中
心でしたが、帰国後ＴＯＥＩＣを受
験したところ、リスニングの力もつ
いていたことを実感しました。
　研修中は他大学の学生とも友達に
なり、アクティビティも楽しむなど、
参加して本当に良かったです。大学
時代にチャレンジしたことはこれか
らの人生の糧になると思います。留
学（海外研修）は海外で生活すると
いうことで、準備や慎重な行動が求
められますが、考えすぎないこと、
「意外と大丈夫」というマインドも
大切だと思います。

　入学当初か
ら留学に関心
がありました
が、コロナ禍

で留学は中止に。それでも２年生の
夏前に募集があり、申し込みました。
面接などの審査を経て、11月に留
学が決まりました。両親が「行って
いいよ」とすんなり承諾してくれた
ことには感謝しています。それから
は留学に向けて、授業の後に大学内
のＭＬＡＣＣでネイティブの先生と
話して英会話力を高めました。
　留学先の寮では、最初のルームメ
イトはインド人で、会話は英語。お
互いにアニメが好きだったので、共
通の話題で盛り上がるうちに仲良く
なりました。
　夏までは英語研修コースを受講し
ました。日本人学生が多く参加して
いましたが、せっかく留学したのだ
からと思い、なるべく日本人学生と
は離れて生活するようにしました。
　９月からは学部の正規授業を受講
し、言語学
の授業を受
けました。
現地の学生
はとてもア
グレッシブ
で、先生と
学生が対等
に議論する

企 業 名 人数
建設・不動産業

ハウスコム 7
スターツコーポレーション 5
インフィニストン 3
エイブル 3
アーネストワン 2
アエラスグループ 2
新昭和 2
スターツアメニティー 2
積水ハウス不動産東京 2
東京不動産管理 2
一建設 2
Ａｎｄ　Ｄｏホールディングス 1
ＮＥＣネッツエスアイ 1
オープンハウスグループ 1
グッドコムアセット 1
ジェイアール東海不動産 1
住友不動産販売 1
生和コーポレーション 1
大東建託 1
東急リバブル 1
日本駐車場開発 1
みずほ不動産販売 1
三井ホーム 1
MIRARTH ホールディングス 1
明和地所 1

製造業
小林パイプ 2
フジマック 2
伊藤超短波 1
カクイチ 1
コスモ工機 1
電元社トーア 1
マキタ 1

金融業
千豊 2
東京ベイ信用金庫 2
秋田銀行 1
きらぼし銀行 1
日本生命保険 1

武蔵野銀行 1
卸売・小売業

アイングループ 3
茨城日産グループ 3
ヤマダホールディングス 3
渡辺パイプ 3
オーケー 2
コメリ 2
システナ 2
ジンズ 2
トヨタモビリティパーツ 2
橋本産業 2
ベネフィットジャパン 2
ヤマデン 2
Ａｓ－ｍｅエステール 1
イオンバイク 1
いなげや 1
魚力 1
エービーシー・マート 1
エディオン 1
クリエイトエス・ディー 1
小泉 1
コジマ 1
コスモネット 1
ゴルフダイジェスト・オンライン 1
ＪＲ東日本サービスクリエーション 1
新晃工業 1
ＺＯＺＯ 1
ダイハツ千葉販売 1
タペストリー・ジャパン 1
ツツミ 1
東急ストア 1
トシン・グループ 1
トモズ 1
トヨタモビリティ東京 1
ニトリ 1
日本ロレアル 1
ネクステージ 1
はせがわ 1
羽田エアポートエンタープライズ 1
ハンズ 1

ビッグモーター 1
ファーストリテイリング 1
ファミリーマート 1
富士薬品 1
ブリヂストン化工品ジャパン 1
まいばすけっと 1
マルゼン 1
ヨシダ 1
ライフコーポレーション 1

運輸・通信業
JAL スカイ 11
アドービジネスコンサルタント 3
Q’sfix 3
テクバン 3
インターネットウェア 2
ANA エアポートサービス 2
ANA 成田エアポートサービス 2
カトーレック 2
ソフトユージング 2
大光 2
ガンホー・オンライン・エンターテイメント 1
佐川急便 1
JCOM 1

サービス業
IMS グループ 7
アイ・ケイ・ケイ 4
ウィルオブ・コンストラクション 4
綜合警備保障 3
TBC グループ 3
マーキュリー 3
アールアンドアール 2
KCJ　GROUP 2
互光建物管理 2
コプロ・ホールディングス 2
ジェイ・エス・エス 2
シルバーとっぷ 2
スタッフサービス 2
太陽建機レンタル 2
羽田空港サービス 2
明海大学 2
明海大学 PDI 東京歯科診療所 2
カーチスホールディングス 1
ゲオホールディングス 1
公共用地補償機構 1

JTB 1
自治医科大学附属さいたま医療センター 1
自治医科大学附属病院 1
すかいらーくホールディングス 1
テイクアンドギヴ・ニーズ 1
東京歯科大学千葉歯科医療センター 1
東武トップツアーズ 1
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 1
船井総合研究所 1
マンパワーグループ 1

宿泊・飲食業
森ビルホスピタリティコーポレーション 7
西武・プリンスホテルズワールドワイド 4
リゾートトラスト 3
アパホテル 2
シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル 2
東京ベイ東急ホテル 2
ハイアット セントリック 銀座 東京 2
星野リゾート 2
ホテルマネージメントインターナショナル 2
ルートインジャパン 2
ザ・リッツ・カールトン東京 1
シャングリ・ラ ホテル 東京 1
DD ホールディングス 1
帝国ホテル 1
テンアライド 1
東和フードサービス 1
日本マクドナルド 1
ハイデイ日高 1
松屋フーズ 1

公務員・教員
千葉県警察本部 6
東京都教育委員会 4
千葉県教育委員会 3
市川市教育委員会 2
浦安市役所 2
警視庁 2
市川市役所 1
群馬県教育委員会 1
千葉市教育委員会 1
防衛省　陸上自衛隊 1

2022年度卒業生の主な就職先

※企業名右記の数字は就職者数
※各業種の企業名は就職者数順
（同数の場合は五十音順）

明海大学には手厚い留学支援制度があ
る。コロナ禍で中止していた海外研
修・留学が再開され、海外での学修の
機会を経験した2人に話を聞いた。

経験が
自分の力

になる！

経験が
自分の力

になる！

海外研修・留学体験記海外研修・留学体験記
山西啓太さん（英米語学科４年）

アルバータ大学（カナダ）８カ月

コロナ禍を越えて念願の留学コロナ禍を越えて念願の留学

発想の転換で得た度胸、
英語力、コミュニケーション力

ので、日本との違いに驚きました。
なかなか発言できなかった私も、帰
国する頃には自分から発言できるよ
うになりました。

　現地ではいろいろなアクシデント
に見舞われました。日本を出発し、
カナダに着くとスーツケースが行方
不明になる「ロストバゲージ」にい
きなり遭い、宿泊先に着いたのは夜
遅く。お腹が空いたので電話でピザ
を頼もうとしたのですが、英語が通
じず食べられませんでした。
　現地でコロナに罹るなど苦労もあ
りましたが、乗り越えていくうちに
英語も上達し、精神面も強くなって
いきました。
　そして、帰国するときには、大雪
で飛行機が飛ばず、ホテルに１週間
足止めされました。航空会社に電話
をして、次のフライトについて英語
で普通に問い合わせることができま
した。ピザの注文もできなかったこ
とを考えると、大きな進歩だと思い
ます。
　カナダは自然が素晴らしく、旅行
したのもいい思い出です。３年生の
時に留学したので、就職活動のイン
ターンシップには参加できませんで
したが、それ以上のものを得たと思
います。

飯作佳世子さん（経済学科４年）

ハワイ大学（アメリカ）３週間

「とりあえず話してみる」で身についた英語力「とりあえず話してみる」で身についた英語力

アクシデントで磨かれた
英語力
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今
回
の
『
潮
風
』
第
60
号

は
い
か
が
で
し
た
か
。
巻
頭

で
は
学
位
記
授
与
式
や
、
4

年
ぶ
り
に
全
学
部
の
新
入
生

が
一
堂
に
会
し
て
挙
行
さ
れ

た
入
学
式
の
様
子
を
紹
介
し

ま
し
た
。
5
月
に
開
催
し
た

評
議
員
会
（
２
面
参
照
）
で

は
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
今

年
度
の
地
区
教
育
懇
談
会
は
、

６
月
17
日
に
開
催
し
た
関
東

地
区
（
1
・
4
年
生
）
教
育

懇
談
会
を
皮
切
り
に
、
9
月

か
ら
は
全
国
で
も
開
催
い
た

し
ま
す
。
7
面
に
日
程
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
予

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
4・5
面
の「
キ
ャ

ン
パ
ス
め
ぐ
り
」
で
は
『
潮

風
』
編
集
委
員
4
名
が
活
気

の
あ
る
学
内
の
様
子
や
設
備

を
取
材
し
ま
し
た
。
6
面
で

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い

た
海
外
研
修
・
海
外
留
学
を

し
た
学
生
の
体
験
記
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
教
育
後
援
会
も
山
﨑
会
長

以
下
役
員
全
員
で
頑
張
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
回
、
第
61
号
の
『
潮
風
』

を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

（
編
集
委
員
長　
髙
津
吉
和
）

　
初
め
に
、
教
育
後
援
会
の

山
﨑
康
弘
会
長
が
「
コ
ロ
ナ

禍
の
３
年
間
、
保
護
者
と
し

て
感
じ
た
の
は
、
大
学
の
教

職
員
の
皆
さ
ん
の
学
生
を
コ

ロ
ナ
か
ら
守
り
つ
つ
、
教
育

は
止
め
な
い
、
就
職
も
あ
き

ら
め
な
い
と
い
う
強
い
意
志

で
す
。
明
海
大
学
は
本
当
に

学
生
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ

る
大
学
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

と
挨
拶
。
続
い
て
大
学
か
ら

内
苑
孝
美
副
学
長
が
登
壇
し
、

「
本
日
は
保
護
者
の
皆
さ
ま

が
聞
き
た
い
こ
と
に
で
き
る

限
り
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
た
。

　
出
席
し
た
保
護
者
の
特
に

関
心
の
高
い
就
職
状
況
に
つ

い
て
は
、
時
間
を
か
け
て
説

明
が
あ
っ
た
。
大
田
原
長
茂

就
職
支
援
担
当
課
長
か
ら
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
状
況
や
、

近
年
の
就
職
活
動
の
様
相
、

そ
し
て
保
護
者
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　〈
就
職
率
に
つ
い
て
〉

　
こ
の
春
の
卒
業
生
の
就
職

希
望
者
に
占
め
る
就
職
率
は

「
97
・
2
％
」
で
前
年
と
比
べ
、

1
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
社

会
状
況
が
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
で
、
企
業
の
採
用
意
欲

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
日
本
語
学
科
、
中
国
語

学
科
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科
は
就
職
率

１
０
０
％
を
達
成
。
初
め
て

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た

口
腔
保
健
学
科
も
就
職
率

１
０
０
％
を
達
成
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
度
４
年
生
の
大

卒
求
人
倍
率
は
１
・
71
倍
で

前
年
度
の
１
・
58
倍
か
ら
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

〈
就
職
活
動
に
つ
い
て
〉

　
近
年
の
就
職
活
動
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
し
て
行

わ
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接

は
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た

後
も
、
引
き
続
き
面
接
方
法

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
就
業
体
験
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
企
業
側

が
学
生
を
集
め
る
手
段
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
３
年
生
の
夏
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
３

年
生
に
進
級
し
た
こ
ろ
か
ら

積
極
的
な
情
報
収
集
、
活
動

が
求
め
ら
れ
る
。

　
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
３
年
生
の
３
月
１
日
か

ら
企
業
の
「
広
報
活
動
」
が

開
始
さ
れ
、
企
業
へ
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
始
ま
る
。
４
年
生

の
６
月
１
日
か
ら
は
「
採
用

選
考
活
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

面
接
や
試
験
等
が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
近
年
は
、
３
月
よ
り

も
前
か
ら
学
生
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
企
業
が
増
え
る
な
ど
、

就
職
活
動
は
早
期
化
す
る
傾

向
に
あ
る
。
今
年
度
は
求
人

倍
率
の
上
昇
と
早
期
化
に
伴

い
、
５
月
15
日
現
在
、
現
４

年
生
の
内
定
率
は
72
・
１
％

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　
就
職
活
動
に
お
け
る
家
族

と
し
て
の
関
わ
り
方
と
し
て
、

「
本
人
の
価
値
観
を
認
め
る
」

こ
と
も
大
切
と
大
田
原
就
職

支
援
担
当
課
長
は
話
し
た
。

　
６
月
17
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
関
東
地

区
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
関
東
地
区
は
学
生
数

が
多
い
た
め
、
今
回
は
１
年
次
と
４
年
次
の
学
生
の
保

護
者
を
対
象
に
行
っ
た
（
２
年
次
、
３
年
次
は
８
月
に

開
催
）。
ま
た
、
口
腔
保
健
学
科
の
み
、
学
科
説
明
会

も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

来校してアットホームな雰囲気の大
学だと実感しました。授業も小グ
ループなので友達もすぐできたと息
子から聞きました。毎日楽しそうに
通っています。
（ホスピタリティ・ツーリズム学科１年保護者）

いい意味でイメージと違う大学でし
た。息子のことを直接知っている先
生と面談できるなど、きめ細かい対
応が大学でも受けられるとは思って
いなかったです。今日は事前に質問
を考えてきたので、すべて聞くこと
ができて安心しました。

（経済学科１年保護者）

学科説明会では歯科衛生士の仕事に
ついて丁寧に説明していただき、わ
かりやすかったです。資格も取れる
大学として明海大を選んだので、しっ
かり勉強してもらおうと思います。

（口腔保健学科１年保護者）

インターンシップのことなどを説明し
てもらいました。息子はあまり積極的
なタイプではないので、面談で先生
からいろいろなアドバイスをいただけ
たので参加してよかったです。

（経済学科１年保護者）

就
職
情
報
と
大
学
生
活
が
わ
か
る
！

就
職
情
報
と
大
学
生
活
が
わ
か
る
！

個
別
相
談
で
不
安
も
解
消

個
別
相
談
で
不
安
も
解
消

２
０
２
３
年
度
関
東
地
区
（
１・４
年
次
）
教
育
懇
談
会
開
催
報
告

保
護
者
の

最
大
の
関
心
事

最
新
の
就
職
つ
い
て

内苑孝美 副学長

山﨑康弘 教育後援会会長

　
学
生
生
活
に
つ
い
て
は
、

大
澤
貴
士
学
生
支
援
担
当
課

長
か
ら
、
体
育
会
の
活
動
に

つ
い
て
、
空
手
道
部
、
陸
上

競
技
部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
活
躍
ぶ
り
を
報
告
し

た
。
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
の
落

ち
着
き
に
よ
り
、
留
学
が
再

開
し
て
い
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
相
談
し
て
ほ
し
い

と
」
と
語
っ
た
。
修
学
支
援

業
務
も
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
と
し
た
。

　
全
体
会
後
は
、
口
腔
保
健

学
科
の
み
、
別
室
で
学
科
説

明
会
及
び
教
員
に
よ
る
個
別

相
談
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
外

の
学
科
は
学
科
教
員
に
よ
る

個
別
相
談
へ
。
同
時
に
、
留

学
や
就
職
相
談
の
ブ
ー
ス
も

設
け
ら
れ
、
担
当
者
に
よ
る

相
談
会
も
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を

取
り
戻
す
学
生
生
活

教育後援会ホームページ教育後援会ホームページ
必要な情報に素早くアクセスできるようになりました

スマ
ホでもPCでも見やすい！

スマ
ホでもPCでも見やすい！

最新情報はココで
チェック

ホームページ全体は、ホームページ全体は、
コンテンツをコンテンツを

チェック

「新着情報」を「新着情報」を
随時更新随時更新
していますしています

後援会概要や後援会概要や
『潮風』バックナンバー『潮風』バックナンバー
ページなど見たいページなど見たい
ページにとべますページにとべます

ぜひこちらから
HPをチェック！

ま
だ
ご
覧
に
なって

い
な
い
方

第 60 号 （ 8 ）し　お　か　ぜ

＜保護者の声＞
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